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１．計画の目的 

  近年、本市を含む多くの地方公共団体においては、公共施設等の老朽化対策が大きな課題と

なっています。また、厳しい財政状況が続く中、今後、人口減少等により公共施設等の利用需要

が変化していくことが予想されています。このことから、早急に公共施設等の全体の状況を把握

し、長期的な視点をもって長寿命化等を計画的に行うことにより、財政負担の軽減・平準化を図

るとともに、公共施設等の最適な配置を実現することが必要となっています。 

  そのような中、国は 2013 年（平成 25 年）11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、

各地方公共団体においても、このような国の動きと歩調を合わせ、速やかに公共施設等の総合的

かつ計画的な管理を推進するための計画の策定に取り組むよう要請されたところです。 

  これらを踏まえ、本市では 2015 年（平成 27 年）10 月に「五所川原市公共施設等総合管理計

画」（以下「総合管理計画」といいます。）を策定し、基本的な方針を示しました。 

  今回策定しました「五所川原市集会施設整備計画」（以下「本計画」といいます。）は、総合管

理計画で示した基本的な方針を具現化するため、個別施設ごとに今後の方向性やスケジュール、

方向性に伴う事業費などについて取りまとめたものであり、将来に向けて、保有する公共施設等

を有効活用しつつ、施設保有量の適正化や計画的な保全による施設の長寿命化を図る取組の指針

とするものです。 

 

 

２．本計画の位置付け 

  本計画は、総合管理計画に基づく実施計画である個別施設計画として位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画期間 

  総合管理計画の計画期間は 2044 年度（令和 26 年度）までの 30 年間としていますが、本計画

は、その第 1 期分として、2020 年度（令和 2 年度）から 2029 年度（令和 11 年度）までの 10

年間とします。 

  なお、本市を取り巻く社会経済情勢の変化等により、見直しが必要な場合は適宜見直しを行っ

ていきます。 
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４．対象施設 

本計画での対象施設は以下のとおりです。 

No. 建物名称 所在地 延床面積（㎡）  建築年（年） 老朽化率（％）  

1 コミュニティセンター栄 みどり町四丁目 615.60 1979  120.6  

2  コミュニティセンター七和 羽野木沢字隈無 597.04 1980 117.6 

3 コミュニティセンター中川 川山字森内 384.20 2016  18.2  

4 コミュニティセンター松島 金山字竹崎 398.73 2019 4.5  

5 コミュニティセンター長橋 神山字鶉野 398.90 2018  9.1  

6 コミュニティセンター飯詰 飯詰字福泉 457.52 2016  18.2  

7 コミュニティセンター三好 高瀬字鷹ノ爪 399.97 2013  31.8  

8 コミュニティ防災センター 鎌谷町 247.64 1983  108.8  

9 毘沙門・長富コミュニティセンター 毘沙門字熊石 505.70 1985  102.9  

10 しきしまコミュニティセンター 敷島町 285.01 1985  102.9  

11 梅沢コミュニティセンター 梅田字燕口 540.00 1984  105.9  

12 富士見コミュニティセンター 蓮沼 312.90 1990  88.2  

13 中央コミュニティセンター 上平井町 375.00 1993  79.4  

14 北部コミュニティセンター 幾世森 284.59 2002  81.8  

15 松島会館 松島町二丁目 488.02 2000  58.8  

16 一野坪コミュニティセンター 一野坪字早蕨 380.92 2014  27.3  

17 南部コミュニティセンター 中央四丁目 351.11 2014  27.3  

18 嘉瀬コミュニティセンター 金木町嘉瀬端山崎 499.34 2001  86.4  

19 金木東部地区コミュニティセンター 金木町芦野 438.33 1988  145.5  

20 川倉ふれあいセンター 金木町川倉米出 658.13 2000  58.8  

21 喜良市コミュニティセンター 金木町喜良市千苅 429.78 1995  113.6  

22 市浦コミュニティセンター 相内岩井 1,498.00 1982  80.9  

23 もや会館 磯松山の井 384.64 2005  68.2  

24 旭町集会所 旭町 114.67 1969  231.8  

25 幾島町集会所 幾島町 66.94 1967  240.9  

26 石田坂集会所 戸沢字前田 82.64 1992  127.3  

27 稲実集会所 稲実字開野 273.25 1964  254.5  

28 姥萢集会所 姥萢字船橋 82.64 1972  218.2  

29 沖飯詰集会所 沖飯詰字鴻ノ巣 160.63 1992  127.3  

30 金山集会所 金山字泉田 113.22 1966  245.5  

31 唐笠柳集会所 唐笠柳字皆瀬 96.88 2002  81.8  

32 共栄集会所 毘沙門字上熊石 54.45 1965  250.0  

33 桜田集会所 沖飯詰字鴻ノ巣 183.80 2002  81.8  

34 サンプラザはるにれ 姥萢字船橋 235.04 2003 77.3 

35 下岩崎集会所 下岩崎字尾花原 66.24 1999 95.5 

36 新宮集会所 新宮町 334.90 1984  94.7 

37 杉派立集会所 神山字山越 199.20 2012  36.4 

38 高瀬コミュニティ消防センター 高瀬字一本柳 363.56 2011  40.9  

39 田川コミュニティ消防センター 田川字藪里 299.46 2011  40.9  

40 種井集会所 種井字鐙潟 46.78 1992  127.3  

41 田町栄町コミュニティ消防センター 田町 158.58 2002  81.8  
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No. 建物名称 所在地 延床面積（㎡）  建築年（年） 老朽化率（％）  

42 俵元集会所 俵元字松代 255.05 2017  13.6  

43 十川集会所 漆川字鍋懸 65.74 1955  295.5  

44 戸沢集会所 戸沢字玉清水 71.89 1965  250.0  

45 豊成集会所 豊成字田子ノ浦 41.32 1970  227.3  

46 中泉集会所 中泉字松枝 184.80 1958  281.8  

47 長富コミュニティ消防センター 長富字鎧石 161.47 1992  127.3  

48 七ッ館・浅井コミュニティセンター 七ツ館字虫流 345.31 2015  22.7  

49 野里集会所 神山字牧原 198.74 2012  36.4  

50 原子集会所 原子字山元 302.70 1981  177.3  

51 毘沙門集会所 毘沙門字東中久保 69.30 1964  254.5  

52 広田集会所 広田字榊森 162.21 2003  77.3  

53 吹畑コミュニティ消防センター 松島町五丁目 86.12 1995  113.6  

54 福岡集会所 松野木字福泉 85.95 1966  245.5  

55 福山コミュニティ消防センター 福山字広富 304.73 1994  118.2  

56 前田野目集会所 前田野目字長峰 352.35 1976  200.0  

57 水野尾コミュニティ消防センター 水野尾字宮井 231.86 1998   100.0   

58 三ツ谷コミュニティ消防センター 姥萢字桜木 122.35 2001  86.4  

59 みなとコミュニティセンター 湊字千鳥 214.23 1999  95.5  

60 藻川コミュニティ消防センター 藻川字中島 240.97 1996  109.1  

61 持子沢コミュニティ消防センター 持子沢字笠野前 228.45 1998  100.0  

62 元町集会所 元町 79.20 1965  250.0  

63 若山集会所 松野木字影日 105.99 2001  86.4  

64 旭ヶ丘集会所 金木町芦野 48.60 1968  236.4  

65 芦野コミュニティ消防センター 金木町芦野 103.68 1994  118.2  

66 芦野集会所 

芦野集会所車庫 

芦野集会所倉庫 

芦野集会所物置 

金木町芦野 149.06 

19.87 

48.44 

14.72 

1973  

1973  

1973  

1973  

213.6  

276.5  

313.3  

313.3  

67 旧嘉瀬集会所 金木町嘉瀬雲雀野 523.49 1971  144.1  

68 嘉瀬西部コミュニティ消防センター 金木町嘉瀬雲雀野 187.97 1994  118.2  

69 金木西部コミュニティ消防センター 金木町沢部 118.41 1996 109.1 

70 川倉集会所 金木町川倉宇田野 61.56 1958  364.7  

71 神原コミュニティ消防センター 金木町神原小泉 162.29 1988  145.5  

72 更生研修センター 金木町喜良市坂本 166.00 1986  154.5  

73 さくら団地集会所 金木町芦野 179.90 2011  40.9  

74 沢部集会所 金木町沢部 221.94 1972  218.2  

75 大東ヶ丘コミュニティ消防センター 金木町川倉七夕野 116.64 1991  131.8  

76 中柏木コミュニティ消防センター 金木町中柏木鎧石 194.40 1992  127.3  

77 雲雀野集会所 金木町嘉瀬雲雀野 67.90 1994  118.2  

78 藤枝集会所 金木町藤枝東田 134.46 1978  190.9  

79 双葉町コミュニティ消防センター 金木町喜良市千苅 102.06 1989  140.9  

80 蒔田コミュニティ消防センター 金木町沢部 238.49 1995  113.6  

81 蒔田集会所 金木町蒔田桑元 170.64 1977  179.2  
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No. 建物名称 所在地 延床面積（㎡）  建築年（年） 老朽化率（％）  

82 見崎町コミュニティ消防センター 金木町芦野 82.21 1991  131.8  

83 湯の川高齢者コミュニティセンター 金木町川倉七夕野 75.77 2001  86.4  

84 磯松コミュニティセンター 磯松磯野 298.11 2014  27.3  

85 太田集会所 太田山の井 1,078.00 1986  154.5  

86 桂川集会所 相内桂川 228.00 1975  204.5  

87 基幹集落センター 相内岩井 400.00 1977  91.5 

88 十三コミュニティセンター 十三深津 331.36 2014  27.3  

89 新宮団地集会所 若葉三丁目 188.80 2018 9.1  

90 小曲集会所（旧農村婦人の家） 

小曲集会所加工保管倉庫 

小曲字豊里 338.97 

15.09 

1985  

1996  

159.1  

160.0  

91 中央公民館 一ツ谷 3,780.00 1980  80.0  

92 金木公民館 金木町菅原 1,972.65 1974  92.0  

合 計 29,594.16  

※老朽化率は、経過年数を耐用年数で割った値（令和 2 年 4 月 1 日時点） 

 

 

５．集会施設の現状 

  市民の文化活動やサークル活動、冠婚葬祭等、地域の様々なコミュニティ活動や、市が行う会

議、申告、検診、その他催事等に利用されています。また、災害時等においては避難所としての

機能も有しており、非常に幅広い利用がなされています。 

  集会施設の施設数及び延床面積は、施設総数 92 施設、総延床面積が 29,594.16 ㎡となってお

り、そのうち、地区毎の状況は、旧五所川原地区が 60 施設（65.2％）、延床面積 18,189.32 ㎡

（61.5％）、旧金木地区が 25 施設（27.2％）で 7,186.73 ㎡（24.3％）、旧市浦地区が 7 施設（7.6％）

で 4,218.11 ㎡（14.2％）となっています。 

 また、老朽化の状況は、全 92 施設のうち、老朽化率が 100％を超え、かつ築 30 年以上経過

している施設が 35 施設で全体の 38.0％という状況となっています。 
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建築年別の延床面積（㎡・年） 
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６．これまでの整備状況 

  最近の主な整備・改修状況は以下のとおりです。（総事業費が 10,000 千円以上の主な事業） 

事業名 消防防災施設整備事業 

事業年度 2012 年度（平成 24 年度）～2018 年度（平成 30 年度） 

事業内容 ①コミュニティセンター三好新築（2012 年度～2013 年度） 

②一野坪コミュニティセンター新築（2013 年度～2015 年度） 

③南部コミュニティセンター新築（2013 年度～2014 年度） 

④コミュニティセンター飯詰解体及び新築（2014 年度～2016 年度） 

⑤七ッ館・浅井コミュニティセンター新築（2014 年度～2015 年度） 

⑥コミュニティセンター中川解体及び新築（2015 年度～2018 年度） 

⑦コミュニティセンター長橋解体及び新築（2016 年度～2018 年度） 

⑧俵元集会所改修（2016 年度～2017 年度） 

⑨コミュニティセンター松島解体及び新築（2017 年度～2018 年度） 

総事業費 1,314,844 千円（財源：地方債 1,301,300 千円、一般財源 13,544 千円） 

  

事業名 市浦コミュニティセンター大規模改修事業 

事業年度 2017 年度（平成 29 年度） 

事業内容 屋根張替・外壁塗装・内壁張替・床一部張替・天井補強・天井一部張替・畳取替・ 

キュービクル取替・照明取替（LED 化）・冷暖房エアコン設置ほか 

総事業費 166,009 千円（財源：地方債 166,000 千円、一般財源 9 千円） 

 

事業名 磯松コミュニティセンター建設事業（津波避難タワーを含む） 

事業年度 2013 年度（平成 25 年度）～2014 年度（平成 26 年度） 

事業内容 磯松コミュニティセンター及び津波避難タワー建設 

総事業費 141,322 千円（財源：地方債 139,600 千円、一般財源 1,722 千円） 

 

事業名 十三コミュニティセンター建設事業（津波避難タワーを含む） 

事業年度 2013 年度（平成 25 年度）～2014 年度（平成 26 年度） 

事業内容 十三コミュニティセンター及び津波避難タワー建設 

総事業費 127,384 千円（財源：地方債 125,800 千円、一般財源 1,584 千円） 

 

事業名 中央公民館耐震改修事業 

事業年度 2013 年度（平成 25 年度） 

事業内容 耐震補強、ボイラー等の改修など 

総事業費 163,613 千円（財源：地方債 163,100 千円、一般財源 513 千円） 
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７．今後の整備方針 

（１）適正配置・適正規模の考え方 

  必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物の機能を維持することが困難と判断される

まで、引き続き現状の施設数を維持することとします。 

  修繕を行っても機能維持が困難と判断された場合は、地域の防災、コミュニティ活動の維持を

最大限考慮しつつ、建替え、新築は行わない方針とした上で代替施設の有無を検討し、配置バラ

ンスや利用状況、人口推計、財政的負担等を考慮しながら、再編、適正化を検討していくことと

します。 

  

（２）優先順位の考え方 

  施設の稼働率が高く施設利用者が多い、市民に対する影響度がより大きい施設から順に修繕・

改修を行うこととし、整備する対象の選定にあたっては、利用者の安全安心を確保するため、施

設の劣化等に対する施設修繕を第一優先とし、次に利用者に対する利便性の確保、次いでバリア

フリー対策（トイレ洋式化、手すり設置）等とします。 

 施設全般が老朽化していることもあり、緊急工事等も懸念されるため、優先順位によらないこ

とも想定されます。 

 

（３）ユニバーサルデザイン化の推進 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の推進に関する法律」（バリアフリー法）や「ユニバー

サルデザイン 2020行動計画」に基づき、全ての人にやさしいユニバーサル社会を構築するため、

高齢者、障害者に留まらず、誰もが利用しやすい公共施設のユニバーサルデザイン化を推進しま

す。今後、更新や改修を行う際は、ニーズを踏まえ、ユニバーサルデザインを考慮し実施してい

きます。 

 

（４）施設の管理方針 

 事後保全的な管理手法ではなく、予防保全型管理※を基本として、施設の長寿命化と安全性・

機能性の確保、支出の抑制及び財政負担の平準化を目指していきます。 

 また、過去の大規模改修からの経過年数等も参考にしながら、定期的な修繕等を行うことによ

り、一般的な耐用年数よりも長く使用することを想定し、公共施設の更新時期の集中による財政

負担を軽減し、修繕・更新費用の平準化を図ります。 

※「予防保全型管理」とは、公共施設の更新時期の平準化と総事業費の削減を図るために、損傷や劣化が進行する

前に適切な対策を行う管理方法です。 

 

（５）整備方針 

必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物の機能を維持することが困難と判断される

まで、引き続き現状の施設数を維持し、基本的には建替え、新築は行わない方針とします。 
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①今後 10 年の整備方針 

No. 施設名称 方向性 行動計画 管理方法 説 明 

1 コミュニティセンター栄 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

2 コミュニティセンター七和 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

3 コミュニティセンター中川 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

4 コミュニティセンター松島 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

5 コミュニティセンター長橋 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

6 コミュニティセンター飯詰 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

7 コミュニティセンター三好 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

8 コミュニティ防災センター 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

9 毘沙門・長富コミュニティセンター 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

10 しきしまコミュニティセンター  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

11 梅沢コミュニティセンター 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

12 富士見コミュニティセンター  存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

13 中央コミュニティセンター 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

14 北部コミュニティセンター 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

15 松島会館 存続 現状維持 指定管理 現在の建物を維持します。 

16 一野坪コミュニティセンター  存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

17 南部コミュニティセンター 存続 一部改修 指定管理 建物の一部を改修します。 

18 嘉瀬コミュニティセンター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

19 金木東部地区コミュニティセンター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

20 川倉ふれあいセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

21 喜良市コミュニティセンター  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

22 市浦コミュニティセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

23 もや会館 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

24 旭町集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

25 幾島町集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

26 石田坂集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

27 稲実集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

28 姥萢集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

29 沖飯詰集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

30 金山集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

31 唐笠柳集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

32 共栄集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

33 桜田集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

34 サンプラザはるにれ 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

35 下岩崎集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

36 新宮集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

37 杉派立集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 
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No. 施設名称 方向性 行動計画 管理方法 説 明 

38 高瀬コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

39 田川コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

40 種井集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

41 田町栄町コミュニティ消防センター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

42 俵元集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

43 十川集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

44 戸沢集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

45 豊成集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

46 中泉集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

47 長富コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

48 七ツ館・浅井コミュニティセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

49 野里集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

50 原子集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

51 毘沙門集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

52 広田集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

53 吹畑コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

54 福岡集会所 

 

存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

55 福山コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

56 前田野目集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

57 水野尾コミュニティ消防センター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

58 三ツ谷コミュニティ消防センター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

59 みなとコミュニティセンター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

60 藻川コミュニティ消防センター  存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

61 持子沢コミュニティ消防センター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

62 元町集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

63 若山集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

64 旭ヶ丘集会所 存続 現状維持 直営 大規模改修が必要な場合

は、廃止等を検討します。 

65 芦野コミュニティ消防センター  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

66 芦野集会所 

芦野集会所車庫・倉庫・物置 

存続 

廃止 

現状維持 

除却 

直営 

－ 

車庫等は除却とし、集会所

は今後方針を検討します。 

67 旧嘉瀬集会所 廃止 除却 － 老朽化により除却します。 

68 嘉瀬西部コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

69 金木西部コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

70 川倉集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

71 神原コミュニティ消防センター  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

72 更生研修センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

73 さくら団地集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 
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No. 施設名称 方向性 行動計画 管理方法 説 明 

74 沢部集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

75 大東ヶ丘コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

76 中柏木コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

77 雲雀野集会所 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

78 藤枝集会所 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

79 双葉町コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

80 蒔田コミュニティ消防センター  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

81 蒔田集会所 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

82 見崎町コミュニティ消防センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

83 湯の川高齢者コミュニティセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

84 磯松コミュニティセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

85 太田集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

86 桂川集会所 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

87 基幹集落センター 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

88 十三コミュニティセンター 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

89 新宮団地集会所 存続 現状維持 直営 現在の建物を維持します。 

90 小曲集会所（旧農村婦人の家）  存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

91 中央公民館 存続 一部改修 直営 建物の一部を改修します。 

92 金木公民館 存続 大規模改修 直営 大規模改修を実施するこ

ととしますが、建替えを含

め総合的に検討します。 

     

※施設の方向性等の説明 

方向性 行動計画 説 明 

存続 現状維持 現状のまま維持（小破修繕を含む。） 

大規模改修 長寿命化等のため、建物を全面的に改修 

一部改修 長寿命化等のため、建物の一部を改修 

複合機能化 分類の違う目的の施設の機能を取り入れる 

集約化 同じ目的の複数の施設を一つに集約 

広域化 他自治体と共用 

更新 老朽化等のため建物を更新（非現地建替えを含む。） 

廃止 転用 施設機能を廃止し他の用途へ転用 

民間委譲 民間事業者等へ譲渡（売却を含む。） 

除却 施設を解体撤去、又は解体時期を検討 

 

    ※施設の管理方法の説明 

管理方法 説 明 

直営 市の直営 

（個別の業務ごとに私法上の契約で委託する方式を含む。） 

民間委託 指定管理 指定管理者による管理運営方式 

包括的民間委託 複数の業務や施設を包括的に委託する方式 

ＰＦＩなど 公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力

及び技術的能力を活用して行う方式 
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②改修等の今後のスケジュール 

No. 施設名称 
今後のスケジュール 

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 

1 コミュニティセンター栄   改修       

2 コミュニティセンター七和     改修       

7 コミュニティセンター三好        改修    

8 コミュニティ防災センター    改修        

9 毘沙門・長富コミュニティセンター  改修          

10 しきしまコミュニティセンター    改修        

11 梅沢コミュニティセンター   改修         

12 富士見コミュニティセンター       改修     

14 北部コミュニティセンター      改修      

16 一野坪コミュニティセンター        改修    

17 南部コミュニティセンター         改修   

18 嘉瀬コミュニティセンター    改修        

19 金木東部地区コミュニティセンター   改修         

21 喜良市コミュニティセンター   改修         

23 もや会館  改修         

65 芦野コミュニティ消防センター      改修      

66 芦野集会所（車庫・倉庫・物置）   除却         

67 旧嘉瀬集会所 除却          

68 嘉瀬西部コミュニティ消防センター      改修      

69 金木西部コミュニティ消防センター        改修    

71 神原コミュニティ消防センター   改修         

72 更生研修センター 改修          

75 大東ヶ丘コミュニティ消防センター     改修       

76 中柏木コミュニティ消防センター  改修          

77 雲雀野集会所       改修    

78 藤枝集会所 改修          

79 双葉町コミュニティ消防センター  改修          

80 蒔田コミュニティ消防センター       改修     

81 蒔田集会所  改修         

82 見崎町コミュニティ消防センター    改修        

86 桂川集会所    改修       

87 基幹集落センター     改修      

90 小曲集会所（旧農村婦人の家）   改修         

91 中央公民館 改修          

92 金木公民館    大規模改修      
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③改修等の事業費及び財源 

No. 施設名称 事業年度（年度） 事業費（千円）  事業費内訳（千円） 財源（千円） 

1 

 

 

コミュニティセンター栄 

 

 

2022 5,000 実施設計（5,000） 地方債（5,000） 

2023 

 

90,000 

 

外壁等改修（85,000） 

工事監理（5,000） 

地方債（90,000） 

 

2 

 

コミュニティセンター七和  

 

2023 

 

8,000 

 

外壁改修（5,000） 

屋根改修（3,000） 

地方債（8,000） 

 

7 コミュニティセンター三好  2026 3,000 屋根改修（3,000） 地方債（3,000） 

8 コミュニティ防災センター  2022 5,000 外壁改修（5,000） 地方債（5,000） 

9 毘沙門・長富コミュニティセンター  2020 4,000 外壁改修（4,000） 地方債（4,000） 

10 しきしまコミュニティセンター  2022 5,000 外壁改修（5,000） 地方債（5,000） 

11 梅沢コミュニティセンター  2021 5,000 外壁改修（5,000） 地方債（5,000） 

12 富士見コミュニティセンター  2025 3,000 屋根改修（3,000） 地方債（3,000） 

14 北部コミュニティセンター  2024 5,000 外壁改修（5,000） 地方債（5,000） 

16 一野坪コミュニティセンター  2026 3,000 屋根改修（3,000） 地方債（3,000） 

17 南部コミュニティセンター  2027 3,000 屋根改修（3,000） 地方債（3,000） 

18 嘉瀬コミュニティセンター  

 

2022 7,490 外壁改修（7,490） 地方債（7,400） 

一般財源（90） 

19 金木東部地区コミュニティセンター  

 

2021 6,575 外壁改修（6,575） 地方債（6,500） 

一般財源（75） 

21 喜良市コミュニティセンター  

 

2021 6,447 外壁改修（6,447） 地方債（6,400） 

一般財源（47） 

23 もや会館 2021 6,380 屋根・外壁改修（6,380） 地方債（6,300） 

一般財源（80） 

65 芦野コミュニティ消防センター  

 

2024 1,556 外壁改修（1,556） 地方債（1,500） 

一般財源（56） 

66 芦野集会所車庫等 

 

2021 

 

4,151 解体工事（4,151） 地方債（4,100） 

一般財源（41） 

67 旧嘉瀬集会所 

 

2020 26,175 解体工事（26,175） 地方債（26,100） 

一般財源（75） 

68 嘉瀬西部コミュニティ消防センター  

 

2024 2,820 外壁改修（2,820） 地方債（2,800） 

一般財源（20） 

69 金木西部コミュニティ消防センター  

 

2026 1.777 外壁改修（1,777） 地方債（1,700） 

一般財源（77） 

71 神原コミュニティ消防センター  

 

2021 2,435 外壁改修（2,435） 地方債（2,400） 

一般財源（35） 

72 更生研修センター 

 

2020 2,490 外壁改修（2,490） 地方債（2,400） 

一般財源（90） 

75 大東ヶ丘コミュニティ消防センター  

 

2023 1,750 外壁改修（1,750） 地方債（1,700） 

一般財源（50） 

76 中柏木コミュニティ消防センター  

 

2020 2,916 外壁改修（2,916） 地方債（2,900） 

一般財源（16） 

77 雲雀野集会所 

 

2026 1,019 外壁改修（1,019） 地方債（1,000） 

一般財源（19） 
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No. 施設名称 事業年度（年度） 事業費（千円）  事業費内訳（千円） 財源（千円） 

78 藤枝集会所 

 

2020 2,017 屋根改修（2,017） 地方債（2,000） 

一般財源（17） 

79 双葉町コミュニティ消防センター  

 

2020 1,531 外壁改修（1,531） 地方債（1,500） 

一般財源（31） 

80 蒔田コミュニティ消防センター  

 

2025 3,578 外壁改修（3,578） 地方債（3,500） 

一般財源（78） 

81 蒔田集会所 

 

2021 2,560 屋根改修（2,560） 地方債（2,500） 

一般財源（60） 

82 見崎町コミュニティ消防センター  

 

2022 1,234 外壁改修（1,234） 地方債（1,200） 

一般財源（34） 

86 桂川集会所 2023 984 屋根改修（984） 地方債（900） 

一般財源（84） 

87 

 

基幹集落センター 2024 8,759 屋根・外壁改修（8,759） 地方債（8,700） 

一般財源（59） 

90 小曲集会所（旧農村婦人の家）  2021 4.800 屋根・外壁改修（4,800） 地方債（4,800） 

91 中央公民館 2020 3,525 実施設計（400） 

意図伝達（100） 

施設改修（2,825） 

工事監理（200） 

地方債（3,500） 

一般財源（25） 

92 金木公民館 2023 7,000 実施設計（7,000） 地方債（7,000） 

2024 300,000 意図伝達（2,000） 

大規模改修（294,000） 

工事監理（4,000） 

地方債（300,000） 

 

※事業費等は、調査・設計の結果を受けて変動する場合もあります。 

 

④10 年後（2029 年度）の施設状況比較 

総延床面積（㎡） 維持管理コスト（千円） 

現在 10 年後（2029 年度） 現在※ 10 年後（2029 年度） 

29,594.16 28,987.64 111,762 108,241 

     ※2015 年度から 2017 年度までの 3 か年平均 

 

 

８．フォローアップの実施 

  本計画を着実に推進していくため、ＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈ

ｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ（改善））に基づき、計画の評価・見直しを行いながら実施してい

きます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター栄 総延床面積（㎡） 615.60 

所 在 地 五所川原市みどり町四丁目 130 番地 代表建築年（年） 1979 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点）                        

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 16 8 8 4 6 42 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

13,657 13,207 13,313 12,201 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

5,893 5,726 5,898 5,839 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

633 291 364 333 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

法定耐用年数を経過していることから、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が更に懸念さ

れます。特に外壁修繕や暖房設備の改修工事が必要です。 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、耐震診断は概ね良好であることから、今後も使用可能であると判 

断し存続とします。 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、改修工

事等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター七和 総延床面積（㎡） 597.04 

所 在 地 五所川原市大字羽野木沢字隈無 13 番地 代表建築年（年） 1980 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点）                          

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 16 8 8 4 2 38 

     

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,754 2,136 1,761 1,422 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,900 4,257 3,882 4,013 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

17 27 24 19 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

法定耐用年数を経過していることから、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が更に懸念さ

れます。特に建物の機能維持のため、外壁及び屋根の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、耐震診断は概ね良好であるため、今後も使用可能であると判断し 

存続とします。 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁及

び屋根の修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター中川 総延床面積（㎡） 384.20 

所 在 地 五所川原市大字川山字森内 395 番地 代表建築年（年） 2016 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点）                    

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 40 6 20 6 92 

     

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,748 1,322 912 1,273 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,597 3,597 3,035 3,597 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

190 55 1 102 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2016 年度（平成 28 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、必要に

応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター松島 総延床面積（㎡） 398.73 

所 在 地 五所川原市大字金山字竹崎 48 番地 10 代表建築年（年） 2019 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 40 6 20 8 94 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

6,268 5,400 5,997 5,263 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

4,571 3,873 3,709 4,051 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

185 235 288 253 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2018 年度（平成 30 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、必要に

応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター長橋 総延床面積（㎡） 398.90 

所 在 地 五所川原市大字神山字鶉野 34 番地 3 代表建築年（年） 2018 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 40 6 20 8 94 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,011 2,425 1,859 1,973 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

4,808 4,101 3,703 4,204 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

37 51 16 42 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2017 年度（平成 29 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、必要に

応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター飯詰 総延床面積（㎡） 457.52 

所 在 地 五所川原市大字飯詰字福泉 166 番地 1 代表建築年（年） 2016 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 40 6 20 6 92 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

－ 5,183 3,910 3,147 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2029 年度 2017 年度 2029 年度 

－ 3,816 3,734 3,775 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2 166 90 72 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2015 年度（平成 27 年度）に新築した建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、必要に

応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティセンター三好 総延床面積（㎡） 399.97 

所 在 地 五所川原市大字高瀬字鷹ノ爪 190 番地 1 代表建築年（年） 2013 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 32 6 20 4 82 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,292 3,476 3,315 2,724 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,990 3,706 3,334 3,677 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

151 137 74 61 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2013 年度（平成 25 年度）に建て替えた建物ですが、建物の機能維持のため、屋根の修繕が必要

です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、屋根の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．８ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 コミュニティ防災センター 総延床面積（㎡） 247.64 

所 在 地 五所川原市字鎌谷町 16 番地 代表建築年（年） 1983 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 8 4 2 42 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,706 1,531 1,357 1,160 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2029 年度 2017 年度 2029 年度 

961 1,719 850 1,177 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

170 78 44 38 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

法定耐用年数を経過していることから、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が更に懸念さ

れます。特に建物の機能維持のため、外壁の修繕が必要です。 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、新耐震基準であるため、今後も使用可能であると判断し存続とし

ます。 

 地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                       Ｎｏ．９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 毘沙門・長富コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 505.70 

所 在 地 五所川原市大字毘沙門字熊石 30 番地 2 代表建築年（年） 1985 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 8 4 2 42 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,362 2,294 2,228 1,767 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,955 3,870 3,572 3,799 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

49 66 99 78 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2019 年度（令和元年度）に法定耐用年数を迎え、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が懸

念されます。特に建物の機能維持のため、外壁の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 しきしまコミュニティセンター 総延床面積（㎡） 285.01 

所 在 地 五所川原市字敷島町 36 番地 28 代表建築年（年） 1985 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 8 4 6 46 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,400 1,165 1,636 1,399 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

722 1,050 557 776 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

429 411 799 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2019 年度（令和元年度）に法定耐用年数を迎え、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が懸

念されます。特に建物の機能維持のため、外壁の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 梅沢コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 540.00 

所 在 地 五所川原市大字梅田字燕口 118 番地 3 代表建築年（年） 1984 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 8 4 8 48 

  

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,087 2,493 2,729 2,237 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,482 3,058 3,379 3,306 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

131 104 121 99 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2018 年度（平成 30 年度）に法定耐用年数を迎え、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が

懸念されます。特に建物の機能維持のため、外壁の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、新耐震基準であるため、今後も使用可能であると判断し存続とし

ます。 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 富士見コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 312.90 

所 在 地 五所川原市字蓮沼 14 番地 代表建築年（年） 1990 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 16 8 4 2 50 

  

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,616 1,547 1,496 1,279 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

713 2,905 670 1,429 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

35 14 44 37 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2024 年度（令和 6 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後は経年劣化により建物や設備の損傷

等が懸念されます。特に建物の機能維持のため、屋根の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、屋根の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 中央コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 375.00 

所 在 地 五所川原市字上平井町 16 番地 代表建築年（年） 1993 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）            （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 16 8 4 6 54 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,858 3,690 2,740 2,343 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,141 813 758 904 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

676 587 554 474 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、建築から相当の年数を経過しているため、今後は経年劣化に

よる建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防

災活動等の拠点となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き

維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 北部コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 284.59 

所 在 地 五所川原市字幾世森 51 番地 1 代表建築年（年） 2002 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 16 6 4 6 52 

  

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,393 1,741 1,645 1,406 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

708 1,096 806 870 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

133 92 106 91 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2024 年度（令和 6 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後は経年劣化により建物や設備の損傷

等が懸念されます。特に建物の機能維持のため、外壁の修繕が必要です。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、外壁の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 松島会館 総延床面積（㎡） 488.02 

所 在 地 五所川原市松島町二丁目 89 番地 代表建築年（年） 2000 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 24 8 16 8 76 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

12,597 9,226 8,944 7,648 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,465 2,283 2,542 2,430 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,063 837 700 559 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

比較的新しい建物ではありますが、今後は経年劣化により建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、必要に

応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 一野坪コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 380.92 

所 在 地 五所川原市大字一野坪字早蕨 7 番地 4 代表建築年（年） 2014 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 32 6 20 10 88 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

459 623 635 557 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,259 3,077 1,152 1,829 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

28 35 35 30 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2014 年度（平成 26 年度）に新築した建物ですが、建物の機能維持のため、屋根の修繕が必要で

す。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、屋根の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 

 

 



- 30 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．１７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 南部コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 351.11 

所 在 地 五所川原市中央四丁目 130 番地 代表建築年（年） 2014 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 32 6 20 6 84 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

257 1,563 1,890 1,616 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,113 1,851 1,028 1,331 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

121 98 128 109 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 指定管理 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

2014 年度（平成 26 年度）に新築した建物ですが、建物の機能維持のため、屋根の修繕が必要で

す。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民のコミュニティ活動の推進及び地域の防災活動等の拠点となっていることから、屋根の

修繕を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１８ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 嘉瀬コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 499.34 

所 在 地 五所川原市金木町嘉瀬端山崎 76 番地 1 代表建築年（年） 2001 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 16 6 4 4 50 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

5,802 6,811 5,607 4,765 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,528 1,383 1,078 1,024 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

708 348 392 370 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は嘉瀬地区の中心地に位置し、通夜、葬式をはじめ郷土芸能の練習の場や町内会等住民

の憩いの場としても数多く利用され、また指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

外壁や野外設備のほか、トイレ、ガス器具、ストーブ、換気扇等老朽化が進み、錆や亀裂、動力

低下等により取替、修繕が必要となってきています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

災害時の避難施設、地域の中心的な憩いの場として利用されており、今後も継続していくことが

望ましいことから、施設を快適な状態に保ち長く利用していきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．１９ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 金木東部地区コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 438.33 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 318 番地 代表建築年（年） 1988 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,450 1,360 1,160 986 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

777 772 1,060 565 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

89 29 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は金木地区東部に位置し、通夜、葬式をはじめ郷土料理教室の場や町内会等住民の憩い

の場としても数多く利用され、また指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

外壁や野外設備のほか、ストーブ、換気扇等老朽化が進み、錆や亀裂、動力低下等により取替、

修繕が必要となってきています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

災害時の避難施設、地域の中心的な憩いの場として利用されており、今後も継続していくことが

望ましいことから、施設を快適な状態に保ち長く利用していきます。 

 

 



- 33 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．２０ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 川倉ふれあいセンター 総延床面積（㎡） 658.13 

所 在 地 五所川原市金木町川倉米出 100 番地 1 代表建築年（年） 2000 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 24 8 16 4 72 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,600 3,525 3,029 2,574 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,600 1,529 1,878 1,317 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

29 58 23 40 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は川倉地区において通夜、葬式をはじめ料理教室やそば打ち体験のほか、地域住民の憩

いの場としても数多く利用され、また指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

外壁の老朽化が進み、破損や亀裂により雨漏りが発生していたことから、2019 年度（令和元年度）

に外壁取替等大規模な修繕を行っています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

災害時の避難施設、加工施設が設置され、研修や地域の中心的な憩いの場として利用されている

ことから、今後も継続していくことが望ましいため、施設を快適な状態に保ち長く利用していきま

す。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２１ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 喜良市コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 429.78 

所 在 地 五所川原市金木町喜良市千苅 196 番地 3 代表建築年（年） 1995 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

5,203 4,665 3,367 2,861 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,180 668 622 576 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

139 191 114 152 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は喜良市地区において通夜、葬式をはじめ郷土芸能の練習のほか、地域住民の憩いの場

としても数多く利用され、また指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

外壁の老朽化が進み、破損や亀裂が発生、外壁取替等大規模な修繕が必要となってきています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

災害時の避難施設、郷土芸能の練習や地域の中心的な憩いの場として利用されており、今後も継

続していくことが望ましいことから、施設を快適な状態に保ち長く利用していきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２２ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 市浦コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 1,498.00 

所 在 地 五所川原市相内岩井 81 番地 384 代表建築年（年） 1982 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 16 10 16 8 70 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

13,550 14,780 820 12,700 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3,454 3,272 1,918 3,527 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

3 3 2 3 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2017 年度（平成 29 年度）に大規模改修工事による長寿命化を図っていることから、当施設に対

する当面の課題はありません。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

市浦地区の人口は年々減少しており、利用者数の減少も見込まれますが、市浦地区の拠点施設と

して利用率が高い施設であるため現状維持とし、計画的・効率的な維持管理に努めます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２３ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 もや会館 総延床面積（㎡） 384.64 

所 在 地 五所川原市磯松山の井 115 番地 138 代表建築年（年） 2005 

構 成 施 設 コミュニティセンター 

施設の目的 
ふれあいのある心豊かな地域社会の形成を目指し、コミュニティ活動の推進及び地域

の防災活動等の拠点とするため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

コミュニティセンター 20 24 6 4 4 58 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

12,372 13,628 13,610 13,200 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,463 1,287 1,866 1,296 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

205 47 54 60 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

日本海沿岸部に位置する当施設は、潮風による屋根の劣化が激しく、外壁の塗装が剥がれていま

す。 

 指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

脇元地区には類似する施設がないことから存続とします。 

当施設の屋根及び外壁塗装の一部改修を実施し、長寿命化を図りながら計画的・効率的な維持管

理に努めます。 

 



- 37 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．２４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 旭町集会所 総延床面積（㎡） 114.67 

所 在 地 五所川原市字旭町 49 番地 8 代表建築年（年） 1969 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

100 100 100 85 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

52 47 31 43 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 幾島町集会所 総延床面積（㎡） 66.94 

所 在 地 五所川原市字幾島町 22 番地 3 代表建築年（年） 1967 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

300 300 300 256 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

42 40 40 41 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 石田坂集会所 総延床面積（㎡） 82.64 

所 在 地 五所川原市大字戸沢字前田番外地 代表建築年（年） 1992 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 40 45 36 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

27 19 22 23 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 稲実集会所 総延床面積（㎡） 273.25 

所 在 地 五所川原市大字稲実字開野 265 番地 代表建築年（年） 1964 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 16 2 36 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

230 210 220 201 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

118 204 1,044 161 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２８ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 姥萢集会所 総延床面積（㎡） 82.64 

所 在 地 五所川原市大字姥萢字船橋 32 番地 1 代表建築年（年） 1972 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

270 275 270 247 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

203 411 92 235 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

1992 年（平成 4 年）～1993 年（平成 5 年）にかけてトイレの改修工事を実施しました。 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．２９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 沖飯詰集会所 総延床面積（㎡） 160.63 

所 在 地 五所川原市大字沖飯詰字鴻ノ巣 348 番地 2 代表建築年（年） 1992 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

500 500 500 414 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

258 187 184 210 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や 

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 金山集会所 総延床面積（㎡） 113.22 

所 在 地 五所川原市大字金山字泉田 19 番地 代表建築年（年） 1966 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

100 100 100 87 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

27 122 26 58 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

旧かいどう児童館（子育て支援施設）と繋がっています。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方針

を検討します。 

 



- 44 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．３１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 唐笠柳集会所 総延床面積（㎡） 96.88 

所 在 地 五所川原市大字唐笠柳字皆瀬 49 番地 3 代表建築年（年） 2002 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

330 317 325 285 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

246 187 158 197 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、2024 年度（令和 6 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 共栄集会所 総延床面積（㎡） 54.45 

所 在 地 五所川原市大字毘沙門字上熊石 28 番地 1 代表建築年（年） 1965 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

65 58 62 49 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

24 29 25 26 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 桜田集会所 総延床面積（㎡） 183.80 

所 在 地 五所川原市大字沖飯詰字鴻ノ巣 282 番地 2 代表建築年（年） 2002 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

150 140 140 116 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

993 593 568 581 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2024 年度（令和 6 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 サンプラザはるにれ 総延床面積（㎡） 235.04 

所 在 地 五所川原市大字姥萢字船橋 52 番地 215 代表建築年（年） 2003 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 8 54 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

500 500 500 458 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

250 268 270 263 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、2025 年度（令和 7 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 下岩崎集会所 総延床面積（㎡） 66.24 

所 在 地 五所川原市大字下岩崎字尾花原 31 番地 9 代表建築年（年） 1999 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 4 50 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 55 55 44 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

292 46 49 48 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2021 年度（令和 3 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 新宮集会所 総延床面積（㎡） 334.90 

所 在 地 五所川原市字新宮町 84 番地 3 代表建築年（年） 1984 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,348 2,321 2,334 1,996 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

580 154 132 143 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、2022 年度（令和 4 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 杉派立集会所 総延床面積（㎡） 199.20 

所 在 地 五所川原市大字神山字山越 5 番地 26 代表建築年（年） 2012 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 6 84 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,010 2,133 2,100 1,708 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

444 432 469 448 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2012 年度（平成 24 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．３８ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 高瀬コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 363.56 

所 在 地 五所川原市大字高瀬字一本柳 111 番地 3 代表建築年（年） 2011 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 6 84 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

995 1,103 1,000 822 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

464 519 848 492 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

2011 年度（平成 23 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 

 

 

 



- 52 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．３９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 田川コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 299.46 

所 在 地 五所川原市大字田川字藪里 34 番地 代表建築年（年） 2011 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 4 82 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

250 250 250 207 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

454 372 411 412 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2011 年度（平成 23 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 種井集会所 総延床面積（㎡） 46.78 

所 在 地 五所川原市大字種井字鐙潟 31 番地 代表建築年（年） 1992 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 55 60 49 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

38 37 242 38 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 田町栄町コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 158.58 

所 在 地 五所川原市字田町 1 番地 1 代表建築年（年） 2002 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

800 830 820 701 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

248 229 210 229 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、2024 年度（令和 6 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 俵元集会所 総延床面積（㎡） 255.05 

所 在 地 五所川原市大字俵元字松代 76 番地 代表建築年（年） 2017 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 40 6 20 4 90 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

727 1,232 100 994 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

222 235 274 244 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物自体は 1985 年（昭和 60 年）建築ですが、2017 年度（平成 29 年度）に基礎や柱等のみを残

しての改築工事を実施したため、2017 年度新築扱いとしました。 

現状、特段の課題はありません。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 十川集会所 総延床面積（㎡） 65.74 

所 在 地 五所川原市大字漆川字鍋懸 83 番地 代表建築年（年） 1955 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 55 55 48 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

31 28 154 30 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 戸沢集会所 総延床面積（㎡） 71.89 

所 在 地 五所川原市大字戸沢字玉清水 208 番地 2 代表建築年（年） 1965 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 50 50 40 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

46 21 129 34 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 豊成集会所 総延床面積（㎡） 41.32 

所 在 地 五所川原市大字豊成字田子ノ浦 203 番地 代表建築年（年） 1970 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

276 225 250 203 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,000 20 355 20 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 中泉集会所 総延床面積（㎡） 184.80 

所 在 地 五所川原市大字中泉字松枝 88 番地 代表建築年（年） 1958 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 12 2 32 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

400 420 440 360 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

268 252 259 260 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

1991 年度（平成 3 年度）にトイレ改修を実施しました。 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。  
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【個別票】                                      Ｎｏ．４７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 長富コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 161.47 

所 在 地 五所川原市大字長富字鎧石 167 番地 4 代表建築年（年） 1992 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 55 55 43 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

49 60 224 55 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４８ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 七ツ館・浅井コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 345.31 

所 在 地 五所川原市大字七ツ館字虫流 100 番地 3 代表建築年（年） 2015 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 40 6 20 6 92 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

不明 300 400 366 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

191 440 449 445 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2015 年度（平成 27 年度）に建築した建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．４９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 野里集会所 総延床面積（㎡） 198.74 

所 在 地 五所川原市大字神山字牧原 36 番地 1 代表建築年（年） 2012 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 6 84 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

230 240 240 195 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

496 525 830 511 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2012 年度（平成 24 年度）に建て替えた建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 原子集会所 総延床面積（㎡） 302.70 

所 在 地 五所川原市大字原子字山元 42 番地 7 代表建築年（年） 1981 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,110 1,540 1,825 1,473 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

314 312 419 348 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 毘沙門集会所 総延床面積（㎡） 69.30 

所 在 地 五所川原市大字毘沙門字東中久保 6 番地 10 代表建築年（年） 1964 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

58 58 58 45 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

29 29 29 29 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 広田集会所 総延床面積（㎡） 162.21 

所 在 地 五所川原市大字広田字榊森 24 番地 2 代表建築年（年） 2003 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 6 52 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

750 880 900 824 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

249 328 679 289 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、2025 年度（令和 7 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 吹畑コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 86.12 

所 在 地 五所川原市松島町五丁目 7 番地 2 代表建築年（年） 1995 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

220 210 210 179 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

79 235 67 73 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５４ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 福岡集会所 総延床面積（㎡） 85.95 

所 在 地 五所川原市大字松野木字福泉 53 番地 代表建築年（年） 1966 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

50 50 50 40 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

18 28 18 21 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

建物の老朽化が著しく、損傷や劣化が見受けられます。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、建物

の機能を維持することが困難と判断されるまでは、引き続き維持管理をしていきます。建物の老朽

化が進み大規模改修をしなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方針を

検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５５ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 福山コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 304.73 

所 在 地 五所川原市大字福山字広富 165 番地 3 代表建築年（年） 1994 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 16   6 56 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

500 700 600 488 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

463 340 338 380 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

2012 年度（平成 24 年度）に改修工事を実施しています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５６ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 前田野目集会所 総延床面積（㎡） 352.35 

所 在 地 五所川原市大字前田野目字長峰 28 番地 代表建築年（年） 1976 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 4 26 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

683 991 900 726 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

614 447 470 459 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 水野尾コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 231.86 

所 在 地 五所川原市大字水野尾字宮井 36 番地 3 代表建築年（年） 1998 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 6 44 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

744 924 834 732 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

340 375 388 368 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2020 年度（令和 2 年度）に法定耐用年数を迎え、今後は経年

劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５８ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 三ツ谷コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 122.35 

所 在 地 五所川原市大字姥萢字桜木 209 番地 3 代表建築年（年） 2001 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

340 445 450 412 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

267 198 274 246 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2023 年度（令和 5 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．５９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 みなとコミュニティセンター 総延床面積（㎡） 214.23 

所 在 地 五所川原市大字湊字千鳥 90 番地 代表建築年（年） 1999 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 6 52 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,040 835 630 577 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

198 261 243 234 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2021 年度（令和 3 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 藻川コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 240.97 

所 在 地 五所川原市大字藻川字中島 2 番地 1 代表建築年（年） 1996 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 4 42 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,496 2,700 2,600 2,137 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

864 396 483 440 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６１ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 持子沢コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 228.45 

所 在 地 五所川原市大字持子沢字笠野前 405 番地 代表建築年（年） 1998 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 4 42 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,491 779 900 726 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

75 93 95 88 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2020 年度（令和 2 年度）に法定耐用年数を迎え、今後は経年

劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６２ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 元町集会所 総延床面積（㎡） 79.20 

所 在 地 五所川原市字元町 124 番地 1 代表建築年（年） 1965 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 16 2 36 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

113 127 120 102 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

51 64 321 58 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

現状は大きな欠陥はありませんが、法定耐用年数を経過したため、今後は経年劣化による建物や

設備の損傷等が懸念されます。 

1991 年度（平成 3 年度）に全面改修工事を実施しています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

耐用年数は経過していますが、現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の 

場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をし

ていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６３ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 若山集会所 総延床面積（㎡） 105.99 

所 在 地 五所川原市大字松野木字影日 83 番地 3 代表建築年（年） 2001 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 2 48 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

299 283 300 244 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

60 46 94 67 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

指定緊急避難場所に指定されています。 

現状は大きな欠陥はありませんが、2023 年度（令和 5 年度）に法定耐用年数を迎えるため、今後

は経年劣化による建物や設備の損傷等が懸念されます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 現状大きな劣化もなく今後も使用可能であり、地域住民の集会の場となっていることから、必要

に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６４ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 旭ヶ丘集会所 総延床面積（㎡） 48.60 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 365 番地 48 代表建築年（年） 1968 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

350 290 100 85 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

77 58 101 101 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は金木団地周辺地域住民の憩いの場として利用されています。 

老朽化が進み、大規模な修繕が必要となってきています。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域の憩いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいですが、建物の老朽

化が進み大規模改修を実施しなければ機能維持が困難と判断された場合は、廃止も視野に今後の方

針を検討します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６５ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 芦野コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 103.68 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 84 番地 76 代表建築年（年） 1994 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

201 203 233 198 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

122 110 175 170 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

当該施設は芦野地区において地域住民の集いの場として利用されています。 

今後設備の老朽化が進み、修繕等が必要となっています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されていることから存続とし、機能維持に努めていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６６ 

所管課 金木総合支所 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 芦野集会所 総延床面積（㎡） 232.09 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 234 番地 186 代表建築年（年） 1973 

構 成 施 設 集会所、車庫、倉庫、物置 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 4 26 

車庫 4 8 6 4 2 24 

倉庫 4 8 6 4 2 24 

物置 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

350 373 470 399 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

302 157 177 177 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 
現状維持 

（一部除却） 
管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

集会所は若松町地区において老人クラブ等地域住民の集いの場として利用されています。建物、

設備の老朽化により、修繕が必要となっています。車庫は、旧金木町時代に利用されていた選挙ポ

スター看板の保管場所として利用されています。倉庫は、旧金木町時代の書庫として利用されてい

ます。物置は、芦野集会所の雪囲い資材等保管場所として利用されています。 

【基本的な方針の考え方】 

集会所については、地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ま

しいですが、廃止も視野に入れ検討していきます。車庫、倉庫及び物置については、経年により老

朽化が著しく、倒壊の危険が増しているため除却します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６７ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 旧嘉瀬集会所 総延床面積（㎡） 523.49 

所 在 地 五所川原市金木町嘉瀬雲雀野 109 番地 1 代表建築年（年） 1971 

構 成 施 設 旧集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

旧集会所 4 8 8 4 2 26 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

287 261 385 － 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

167 156 305 － 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 － 

 

３．基本的な方針 

方向性 廃止 行動計画 除却 管理方法 － 

【施設の状況及び課題】 

嘉瀬公民館として当初建築されたものですが、施設の老朽化が進み、現在は、郷土芸能の練習の

場、町内会の総会の場として利用されてきました。老朽化が著しく、代替施設として嘉瀬コミュニ

ティセンターの利用が可能であることから、2019 年度（令和元年度）に集会所としては廃止してい

ます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

建物を除却します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６８ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 嘉瀬西部コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 187.97 

所 在 地 五所川原市金木町嘉瀬雲雀野 212 番地 3 代表建築年（年） 1994 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

372 359 346 294 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

143 370 244 207 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

32 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

嘉瀬西部地区において地域住民の集いの場として利用されています。 

今後施設の老朽化が進み、修繕が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．６９ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 金木西部コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 118.41 

所 在 地 五所川原市金木町沢部 370 番地 代表建築年（年） 1996 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,420 1,490 1,224 1,040 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

138 113 163 163 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

金木西部地区において地域住民の集いの場として利用されています。 

今後、外壁や設備の老朽化が進み、修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７０ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 川倉集会所 総延床面積（㎡） 61.56 

所 在 地 五所川原市金木町川倉宇田野 2 番地 代表建築年（年） 1958 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

430 432 382 325 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

427 217 153 130 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

川倉地区住民の集いの場として利用されています。 

外壁や設備の老朽化が進んでいます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、簡易な修

繕により現状を維持します。 

 

 

 



- 84 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．７１ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 神原コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 162.29 

所 在 地 五所川原市金木町神原小泉 126 番地 77 代表建築年（年） 1988 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

406 480 623 529 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

283 227 365 359 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

神原地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

屋根、外壁等の劣化が見られ修繕が必要です。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７２ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 更生研修センター 総延床面積（㎡） 166.00 

所 在 地 五所川原市金木町喜良市坂本 56 番地 206 代表建築年（年） 1986 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

450 420 188 159 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

296 110 238 226 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

更生地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

外壁に亀裂が見られるものの目立った損傷はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７３ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 さくら団地集会所 総延床面積（㎡） 179.90 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 84 番地 1148 代表建築年（年） 2011 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 2 80 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

420 380 180 153 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

300 206 394 400 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

さくら団地住民の集いの場として利用されています。 

2011 年度（平成 23 年度）建築のため、目立った損傷はありません。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７４ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 沢部集会所 総延床面積（㎡） 221.94 

所 在 地 五所川原市金木町沢部 205 番地 2 代表建築年（年） 1972 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

600 281 243 206 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

92 103 225 225 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

沢部地区住民の集いの場として利用されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、簡易な修

繕により現状を維持します。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７５ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 大東ケ丘コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 116.64 

所 在 地 五所川原市金木町川倉七夕野 84 番地 637 代表建築年（年） 1991 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

257 261 259 220 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

166 86 159 159 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

大東ケ丘地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７６ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 中柏木コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 194.40 

所 在 地 五所川原市金木町中柏木鎧石 141 番地 1 代表建築年（年） 1992 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

209 204 206 175 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

297 188 416 416 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 20 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

中柏木地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７７ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 雲雀野集会所 総延床面積（㎡） 67.90 

所 在 地 五所川原市金木町嘉瀬雲雀野 667 番地 361 代表建築年（年） 1994 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

120 135 127 107 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

57 63 89 89 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

嘉瀬東部地区住民の集いの場として利用されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７８ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 藤枝集会所 総延床面積（㎡） 134.46 

所 在 地 五所川原市金木町藤枝東田 430 番地 1 代表建築年（年） 1978 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

215 212 213 181 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

305 112 233 169 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

藤枝地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．７９ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 双葉町コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 102.06 

所 在 地 五所川原市金木町喜良市千苅 248 番地 50 代表建築年（年） 1989 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

251 249 56 47 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

92 75 133 124 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

双葉町地区住民の集いの場として利用されており、また指定緊急避難場所に指定されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８０ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 蒔田コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 238.49 

所 在 地 五所川原市金木町沢部 396 番地 1 代表建築年（年） 1995 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

390 408 399 339 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

493 528 936 936 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

蒔田地区住民の集いの場として利用されており、また指定避難所及び指定緊急避難場所に指定さ

れています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８１ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 蒔田集会所 総延床面積（㎡） 170.64 

所 在 地 五所川原市金木町蒔田桑元 51 番地 4 代表建築年（年） 1977 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

587 549 625 531 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

410 247 454 437 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

蒔田地区老人クラブ等地域住民の集いの場として利用されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８２ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 見崎町コミュニティ消防センター 総延床面積（㎡） 82.21 

所 在 地 五所川原市金木町芦野 234 番地 18 代表建築年（年） 1991 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

145 138 141 119 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

95 80 157 157 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

見崎町地区住民の集いの場として利用されています。 

経年による老朽化が進み、建物、設備の修繕等が必要となってきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８３ 

所管課 金木総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 湯の川高齢者コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 75.77 

所 在 地 五所川原市金木町川倉七夕野 84 番地 498 代表建築年（年） 2001 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 16 6 4 10 56 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

124 119 130 110 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

512 259 410 410 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

湯の川地区住民の集いの場として利用されています。 

状態がよく、軽微な修繕で継続していきます。 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集いの場として利用されており、今後も継続していくことが望ましいため、修繕によ

り長寿命化を図ります。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８４ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 磯松コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 298.11 

所 在 地 五所川原市磯松磯野 186 番地 1 代表建築年（年） 2014 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 2 80 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

555 668 2,238 1,150 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

666 663 759 750 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

20 60 80 60 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2014 年度（平成 26 年度）に改築して間もないことから、当施設に対する当面の課題はありませ

ん。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。  

 

 

【基本的な方針の考え方】 

磯松地区の人口は年々減少しており、利用者数の減少も見込まれますが、磯松地区には類似する

施設が無いことから存続とし、計画的・効率的な維持管理に努めます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８５ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 太田集会所 総延床面積（㎡） 1,078.00 

所 在 地 五所川原市太田山の井 593 番地 代表建築年（年） 1986 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

536 650 570 480 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

544 1,040 858 487 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

52 72 52 50 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

耐用年数を超過し経年劣化が進行しています。 

小学校の統廃合により小学校を集会所に用途替をし、一部改修を実施しています。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

太田地区の人口は年々減少しており、利用者数の減少も見込まれますが、主に葬祭の際に利用し

ていることから存続とします。 

現在、耐用年数を経過していますが、必要に応じ機能維持のための修繕等を実施し、長寿命化を

図りながら計画的・効率的な維持管理に努めます。 

 



- 99 - 

 

【個別票】                                      Ｎｏ．８６ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 桂川集会所 総延床面積（㎡） 228.00 

所 在 地 五所川原市相内桂川 288 番地 代表建築年（年） 1975 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 8 6 4 2 24 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

69 63 65 50 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

680 179 609 130 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 0 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

耐用年数を超過し経年劣化が進行しています。 

大規模的な改修は実施しておらず、小規模的な修繕を随時実施しています。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

桂川地区の人口は年々減少しており、利用者数の減少も見込まれますが、桂川地区の世帯は川沿

いにあり、川の氾濫の危険性が危惧されることから、避難所として活用する施設としても存続が必

要です。現在、耐用年数を経過していますが、修繕が必要な個所の一部改修に留め、長寿命化を図

りながら計画的・効率的な維持管理に努めます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８７ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 基幹集落センター 総延床面積（㎡） 400.00 

所 在 地 五所川原市相内岩井 81 番地 429 代表建築年（年） 1977 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 4 16 10 4 2 36 

    

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,079 2,361 1,685 2,040 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

1,265 1,420 1,567 938 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

240 224 77 140 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

経年劣化が進行しています。 

2009 年度（平成 21 年度）に屋根及び外壁塗装、内壁の張替、床張替を実施し長寿命化を図って

いますが、未改修部分の修繕を随時実施しています。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

主に葬祭に利用しており、他に類似する施設がないことから存続とします。 

2024 年度（令和 6 年度）に耐用年数を迎えますが、屋根張替及び外壁塗装の一部改修を実施し、

長寿命化を図りながら計画的・効率的な維持管理に努めます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８８ 

所管課 市浦総合支所 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 十三コミュニティセンター 総延床面積（㎡） 331.36 

所 在 地 五所川原市十三深津 210 番地 代表建築年（年） 2014 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 32 6 20 8 86 

 

（２）供給面（施設延利用人数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

755 785 4,037 1,860 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

386 447 346 320 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

16 64 220 160 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2014 年度（平成 26 年度）に改築して間もないことから、当施設に対する当面の課題はありませ

ん。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

十三地区の人口は年々減少しており、利用者数の減少も見込まれますが、十三地区には類似する

施設がないことから存続とし、計画的・効率的な維持管理に努めます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．８９ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 新宮団地集会所 総延床面積（㎡） 188.80 

所 在 地 五所川原市若葉三丁目 2 番 19 号 代表建築年（年） 2018 

構 成 施 設 集会所 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 40 6 20 6 92 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

500 500 500 400 

※2017 年度までの数値は、旧施設「森の家」の値です。 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

212 321 211 248 

※2017 年度までの数値は、旧施設「森の家」の値です。 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

4 4 9 0 

※2017 年度までの数値は、旧施設「森の家」の値です。 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

2018 年度（平成 30 年度）に建築した建物であるため、現状、特段の課題はありません。 

 

 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕を実施し、引き

続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．９０ 

所管課 管財課 

 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 小曲集会所（旧農村婦人の家） 総延床面積（㎡） 354.06 

所 在 地 五所川原市大字小曲字豊里 176 番地 代表建築年（年） 1985 

構 成 施 設 集会所、加工保管倉庫 

施設の目的 地域住民の集会の場として、地域住民の利用に供するため。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

集会所 20 8 6 4 2 40 

加工保管倉庫 20 8 6 4 2 40 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

448 1,091 706 706 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

731 690 779 779 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

0 20 0 0 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 現状維持 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

地元婦人会及び高齢者の相互交流、共同学習、農産物加工、生活改善等の多面的な活動拠点とし

て使用されてきましたが、地域の集会施設としての使用が主となってきたため、2020 年度（令和 2

年度）から集会所として管理します。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

 地域住民の集会の場となっていることから、必要に応じて機能維持のための修繕等を実施し、引

き続き維持管理をしていきます。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．９１ 

所管課 中央公民館 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 中央公民館 総延床面積（㎡） 3,780.0 

所 在 地 五所川原市字一ツ谷 504 番地 1 代表建築年（年） 1980 

構 成 施 設 中央公民館 

施設の目的 
市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化、生活文化の振興及び社会福祉の増進を

目的とする。 

 

２．施設の現況 

（１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

中央公民館 16 16 10 16 10 68 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

52,286 48,318 48,286 37,321 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

21,063 22,021 22,551 21,878 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

2,152 1,989 1,957 2,124 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 一部改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

市民に必要な施設として年間を通して利用されています。2013 年度（平成 25 年度）、2015 年度

（平成 27 年度）と大規模な改修工事を実施していますが、施設の老朽化に伴い、毎年修繕箇所が生

じている状況で、今後、老朽化対策として、改修の需要が高まることが想定されます。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

【基本的な方針の考え方】 

 公民館の躯体の健全性調査の結果を踏まえ大規模な改修工事を実施しており、耐用年数以上の使

用を目標とします。施設の老朽化が進行するに伴い、改修範囲が拡大し改修費用が増加するため、

施設の劣化が進行する前に優先順位付けに基づく中長期的な修繕計画を策定し、計画的な整備を行

います。 
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【個別票】                                      Ｎｏ．９２ 

所管課 中央公民館 

１．施設の概要及び目的 

施 設 名 称 金木公民館 総延床面積（㎡） 1,972,65 

所 在 地 五所川原市金木町菅原 367 番地 1 代表建築年（年） 1974 

構 成 施 設 金木公民館 

施設の目的 
市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化、生活文化の振興及び社会福祉の増進を

目的とする。 

 

２．施設の現況 

 （１）品質面（建物性能）※品質面の合計は 100 点満点（表 1 参照）           （単位：点） 

構成施設 耐震性能 老朽化状況 主体構造 大規模改修状況 福祉性能 合計 

金木公民館 16 16 10 12 8 62 

 

（２）供給面（施設延利用者数）                           （単位：人） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

19,942 16,469 16,792 13,335 

 

（３）財政面（支出：施設に係る維持管理コスト）                  （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

14,013 15,024 12,955 13,997 

 

（４）財政面（収入：利用料等収入）                        （単位：千円） 

過去３か年 将来推計 

2015 年度 2016 年度 2017 年度 2029 年度 

460 426 355 421 

 

３．基本的な方針 

方向性 存続 行動計画 大規模改修 管理方法 直営 

【施設の状況及び課題】 

市民の必要な施設として年間を通して利用されています。施設の老朽化に伴い、毎年修繕箇所が

生じている状況で、今後、老朽化対策として、改修の需要が高まることが想定されます。 

指定避難所及び指定緊急避難場所に指定されています。 

 

 

【基本的な方針の考え方】 

 公民館の躯体の健全性調査の結果を踏まえ改修工事を実施しているため、耐用年数以上の使用を

目標とします。施設の老朽化が進行しているため、大規模改修を実施することとしますが、建替え

を含め総合的に検討します。 
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【表１】建物性能 

評価基準に重みを掛けたものを建物性能とする。 

評価基準 重み 

①耐震性能 ５点：新耐震基準（建築年が 1981 年（昭和 56 年）以降） 

４点：旧耐震基準であるが耐震性有（Is 値 0.72 以上） 

３点：旧耐震基準であるが耐震性有（Is 値 0.6 以上） 

２点：旧耐震基準であるが今後耐震改修の計画有り 

１点：旧耐震基準（建築年が昭和 56 年前） 

 

 

×４ 

 

 

②老朽化状況 

 

法定耐用年数に対する建築経過年数の割合を以下の区分で評価。 

５点：0～25％未満 

４点：25～50％未満 

３点：50～75％未満 

２点：75～100％未満 

１点：100％以上 

 

 

×８ 

 

③主体構造 ５点：主体構造が鉄骨鉄筋コンクリート、鉄筋コンクリート、プレキ

ャストコンクリート等 

４点：主体構造が鉄骨造、軽量鉄骨造など 

３点：主体構造が木造、コンクリートブロックなど 

 

×２ 

④大規模改修状況 ５点：建築後 10 年以内の建物（大規模改修が不要） 

４点：建物本体の改修を実施 

３点：設備の改修を実施 

２点：未実施だが、改修計画有り 

１点：未実施 

 

 

×４ 

 

 

⑤福祉性能 エレベーター、多目的トイレ、車いす用スロープ、自動ドア、手すり、

点字ブロックの 6 項目のうち、対応している項目数に応じて評価。 

５点：４項目以上対応済 

４点：３項目対応済 

３点：２項目対応済 

２点：１項目対応済 

１点：未対応 

 

 

 

×２ 

 

 

 


